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●南木曽町検定を作りました 1・・幅降榔輌 研究

「ど当地横定Jか ち`ょっとしたブーム1こそっていますガ 商 業村2年の大

野忠工さん(市水W ⅢIL')と大14斉けさん(山田市‖
4r)よ l■理Ⅲ段 の,業

で 「市木せ町技売Jを 作りました

「)L戊の人ともっと円わ,たい 市 木せ町の文いところを知ってもらいた

いJと いう思い力う取り綿み ま す今回は 級ヽの粒定Jtt t作成しました

市水W町 の処理や 地 そについてをど全自で10出 9月 中に町内各If使用!t

回年の返却ポックスを出=6加 をよび"Hナました
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く検定問題から>臨 をは か つて3つ の村が合併してできた地電てす そ の3つ の相を営えて下さい

31名のは,力 あ`り 台 絡キは2u名てした 二 人は受航者のせJを 定て 「艇しい宝見もいただいた'ど 楽 し

かったとキってもうえてよかった Jと語しています 合格首へは■十りの合林 「ヽどを送りました

0ロ ボヨン lN信 州 2006大 健闘 !!
●弓道言い、
県大会で準優勝 |

電気J9年 宴廼 FF受旺の首さん

前にあるのが型■したロトツト

穴“した0ヤ ツトをれ' 電 子

,而 Fり吉どん

10"7Ⅲ コf煎訪で行われた口ヽコン大会に

モ気■3年の評距研究口下ット",と'こ子41怖出

"は地じ そ れてれlT夜拙をあげました

訳帥 Fttrlヵらはキャリー,ネ ット転れに3

台!h瑚 5位 と'位入■てした, オ ●を力う

↑Ⅲl大会まであと一歩樹言ませんてした
一方 “ 子41術部はインテリンェント ,本

ット "― レースに3台 出均し 沖 優け 3

位 特 別■に対に =し た ntF長の2年十1上対ビ大

くん 臨 ●中は■)ま  向 四古力【■4た びに

11仙と訴し合い工大しなすら一つ一つ部決して

てヽった ,シ ン方i成 したとこの紐 暗は大ヽ

いてすJと 前してくれました

■子Ⅲ価部は11' 橘 丼いて行わrlちマイコ

ン,一 ラリー大会に向 iて 7シ ンの完成」お

して述日取り対えています

弓道白1ま斬人は中“1ビ区大会

(4r成」をあ■ 男 子力団体お

よび個人の需t■ 大会Ul期を決

めました い 大会は1けH21 22

H 猟 屁市■近瑚で,Ⅲかれ m

人"子 の白十=山対した21=ヤ4■

iヤ大くた 1高木留市は4)は

■J f準便紡に岬=ま した 「矢

本的にJた るときわtうれしい

来年も熙大会で L位をおういた

Iもと抱負を古ってくれました
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